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【研究題目】 

    清末中華民国期の北京の旗人・満族地域エリート研究 

 

【研究の目的】（４００字程度） 

  本研究の目的は、中華民国期の北京における旗人・満族の地域エリートに焦点をあてて、近代北京の基

層社会の実態について明らかにするものである。中国の近代化において、地域エリートは農村あるいは地方

都市で、教育や商業の振興、慈善事業、地域自治など各方面で大きな役割を果たしているが、このような地

域エリートは、官僚経験者や地主などの富裕層であり、郷紳あるいは紳士と呼ばれる。農村地方社会や上海、

天津などの租界を有する大都市における地域エリートが果たした役割については多くの先行研究が指摘す

るところである。 

 一方で、北京という都市は、政治的首都としての性格が強く意識され、基層社会まで下りた地域研究は少

ない。だが首都北京は全国から人の集まる大都市であり、北京の近代化が全国の他都市へ波及させた影響は

大きい。この北京の都市近代化に大きな役割を果たしていたのが、旗人・満族の地域エリートである。清代

の北京住民の官僚経験者には旗人が多く、また清末の光緒新政期には近代学堂や留学生派遣によって多くの

旗人・満族の近代知識人が養成され、北京の教育、新聞メディア、警察、慈善事業など各方面で活躍してい

る。北京の旗人・満族地域エリートに焦点をあてることで、北京という都市の基層社会の実態を明らかにす

る。 

 

【研究の内容・方法】（８００字程度） 

  本研究は、清末民国期の北京の地域エリートの旗人・満族地域エリートの実態を明らかにするものであ

り、その方法として教育分野に注目した。一般的に地域エリートは科挙資格保有者や学堂出身者、留学生な

ど高い教育を受けおり、地域の有力者として地元の後進の育成のために資金を提供し、塾や私立学校などの

建設を後押ししている。北京は教育インフラが充実しており、19世紀以前から科挙試験のための官学、私塾

などが数多く存在しており、20世紀初めの光緒新政以降、多くの官立・私立の近代学堂が建設された。官費、

私費の海外留学も行われ、なかでも旗人留学生は官費留学生として日本に数多く派遣されている。旗人留学

生は帰国後に清朝の学部や民国の教育部や京師学務局に就職し、教育振興に重要な役割を果たしている。 

 さらに、北京の地域社会を考察するうえで見落とすことができないのが警察や歩軍統領衙門などの治安維

持機関である。北京では 20 世紀初頭に日本式警察制度導入に対応するため、京師警務学堂から多くの旗人

学生が日本に派遣され、帰国後は警察機構の重要なポストについている。また、清代以来の治安維持機関で

ある歩軍統領衙門も旗人が多く、地方有力者と共同で様々な慈善事業などを行っている。当時の北京の貧困

者も旗人が多く、旗人の貧困は北京の深刻な社会問題であった。貧困旗人の救済、職業訓練なども、旗人地

域エリートが取り組まなくてはならない重要な問題だった。 

本研究の方法として、当時の新聞や雑誌、刊行物や政府機関の行政文書などの収集を行った。さらに清末

民国期の旗人エリートの子孫への聞き取り調査を行った。北京及び満族の多い東北地方などで資料収集や聞

き取り調査を行うことによって、従来の研究では明らかにされてこなかった旗人・満族の基層社会の実態や

地域エリートの役割について解明した。 
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【結論・考察】（４００字程度） 

 本研究の目的である北京の旗人・満族地域エリートを解明するために、当時の新聞や雑誌、刊行物や政府

機関の行政文書などを収集するとともに、北京で清末民国期の留日学生の子孫などにインタビューを行った。

その結果、これまで不明であった旗人留日学生の帰国後の足跡について多くの新しい事実が判明した。旗人

留学生のなかには北京政府期の教育部で教育行政を担う者、国会議員、直隷省議会などの地方議員として活

動する者や、新聞社を設立して新聞を発行する者、私立学校を設立する者などがおり、民国期の政界、メデ

ィア界、学界などで活躍する者が非常に多く、従来は革命史観の影響などで等閑視されてきた彼らの活動実

態が解明されたことは大きな成果であると言えるだろう。また、地域エリートと治安維持機関が共同して行

う各種の慈善事業なども収集した資料から把握することができた。今回の調査では北京の北京市檔案館、国

家図書館、北京大学などでの資料収集と北京及び東北地方などでの聞き取り調査を実施したが、その結果、

彼らのネットワークは北京にとどまらず、満族の発祥地である満洲地方や清代に駐防八旗が置かれた都市な

ど、広範囲にわたることが確認された。今後の課題としては、北京と華北地方や東北地方、さらには全国の

駐防旗営所在地を結びつける人的ネットワークと旗人基層社会の解明を行っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


